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サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
論
に
見
る
空
間
ス

ケ
ー
ル
の
概
念
化
に
よ
る
分
析
視
座
・
枠
組
み（
再
）構
築
の
試
み 

―
―
重
層
的
視
座
（
Ｍ
Ｌ
Ｐ
）
の
深
化
に
伴
う
意
義
及
び
含
意
（
そ
の
3
・
完（

（
（

）
―
―

青　
　

木　
　

一　
　

益

一　

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
急
速
な
発
展
を
遂
げ
る
所
謂
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
論
（sustainability 

transitions

）」（
以
下
、
Ｓ
Ｔ
論（

（
（

）
は
、
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
へ
の
移
行
（
以
下
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）
に
果
た
す
シ
ス
テ
ム
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
動
態
・
プ
ロ
セ
ス
の
探
求
・
分
析
に
お
い
て
、
一
定
程
度
の
体
系
性
と
整
合
性
を
持
つ
、
有
意
味
で
示
唆
に
富
む

一　

は
じ
め
に

二　

従
来
の
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
見
る
過
不
足
を
め
ぐ
る
批
判
的
論
議
か
ら

三　
「
多
次
元
ス
ケ
ー
ル
Ｍ
Ｌ
Ｐ
」
の
構
築
に
向
け
て

四　

お
わ
り
に
―
―
結
論
に
代
え
て
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一
群
の
知
見
・
理
解
を
提
示
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
理
論
体
系
に
お
い
て
基
幹
的
位
置
づ
け
を
持
つ
重
層
的
視
座
（m

ulti-level 

perspective

）（
以
下
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
）
は
、
後
掲
図
1
に
示
す
三
つ
の
レ
ベ
ル
―
―
ニ
ッ
チ
（niches

）、
レ
ジ
ー
ム
（regim

e

）、
ラ
ン
ド

ス
ケ
イ
プ
（landscape

）
―
―
間
に
生
起
・
進
展
す
る
相
互
作
用
の
如
何
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（m

obility

）、
フ
ー

ド
（food
）
な
ど
の
需
給
に
か
か
わ
る
、
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
以
下
、
イ
ン
フ
ラ
）
を
伴
う
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム

（socio-technological system
s

）
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
帰
趨
と
そ
の
様
態
の
概
念
化
を
は
か
る
も
の
で
る
。

　

Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
つ
の
レ
ベ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
、
ス
ケ
ー
ル
に
か
か
わ
る
二
つ
の
変
数
―
―
す
な
わ
ち
、
時
間

（tim
e

）
と
構
造
（structure

）
―
―
に
対
応
す
る
も
の
と
さ
れ
、
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム
を
形
づ
く
る
空
間
（space

）
に
関
す
る
ス

ケ
ー
ル
は
、
明
示
的
に
は
概
念
化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
況
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
（
あ
る
い
は
、

ロ
ー
カ
ル
）
化
の
同
時
進
行
と
い
う
今
日
的
な
文
脈
（contexts

）
に
鑑
み
る
と
、
当
該
事
態
・
事
象
の
分
析
上
、
過
度
に
単
純
化
さ

れ
た
視
座
・
枠
組
み
と
そ
れ
に
依
拠
し
た
、
と
も
す
る
と
誤
っ
た
経
験
的
・
実
証
的
な
知
見
・
理
解
を
導
き
か
ね
な
い
、
と
さ
れ
る
。

事
実
、
従
来
の
Ｓ
Ｔ
論
領
域
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
が
措
定
す
る
三
つ
の
レ
ベ
ル
は
、
し
ば
し
ば
暗
黙
裏
に
で
は
あ
れ
、
特
定
の
地

理
的
な
境
界
（territorial boundaries

）
と
同
義
だ
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
レ
ジ
ー
ム
・
レ
ベ
ル
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
境
界
に
、
ラ
ン

ド
ス
ケ
イ
プ
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
あ
る
い
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
）
な
境
界
に
、
ニ
ッ
チ
は
サ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
あ
る
い
は
、
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
ま
た
は
ロ
ー
カ
ル
）
な
境
界
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
・
該
当
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
（Coenen et al. 

2012, Coenen and T
rufer 2012

）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
が
措
定
す
る
レ
ベ
ル
を
特
定
の
地
理
的
境
界
と
同
一
視
す
べ
き
理
論
上
の
必
然
性
は
存
在
し
な
い
。
Ｍ

Ｌ
Ｐ
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
と
は
、
推
移
す
る
時
間
的
な
位
相
と
そ
れ
に
応
じ
た
当
該
シ
ス
テ
ム
の
構
造
化
の
様
態
・
程
度
を
捉
え
よ
う

と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
は
、
空
間
的
な
見
地
に
立
て
ば
、
よ
り
多
様
・
多
次
元
的
な
位
置
取
り
・
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
（positionings

）
と
射
程
（reach

）
を
持
ち
得
る
。
例
え
ば
、
ニ
ッ
チ
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
レ
ジ
ー
ム
・
レ
ベ
ル
と
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の
比
較
に
お
い
て
、
当
該
ア
ク
タ
ー
が
取
り
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
よ
り
射
程
が
狭
く
、
よ
り
不
安
定
で
、
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
は

制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
。
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
ニ
ッ
チ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
位
置
取
り
や
射
程
が
、
地
理
的
に
サ
ブ
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
に
お
い
て
の
み
確
定
・
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
こ
れ
と
同
様
に
、
持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら
重
要

視
さ
れ
る
べ
き
レ
ジ
ー
ム
の
作
用
・
動
態
に
と
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
確
定
さ
れ
る
境
界
域
が
唯
一
の
空
間
ス
ケ
ー
ル
と
な
ら
な
い

場
合
も
多
い
。
当
該
作
用
・
動
態
は
、
サ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
、
ロ
ー
カ
ル
）
な
（
複
数
の
）
境
界
ご
と
に
多
様
・
多
元

的
な
も
の
で
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
（Raven et al. 2012

）。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
下
、
Ｓ
Ｔ
論
に
お
い
て
は
、
特
に
は
こ
こ
一
五
年
余
り
の
間
、
空
間
を
属
性
と
す
る
ス
ケ
ー
ル
と
レ
ベ

ル
と
を
い
か
に
し
て
概
念
化
し
、
い
か
に
し
て
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
組
み
込
む
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、
豊
富
な
議
論
蓄
積
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で

は
、
隣
接
す
る
学
問
体
系
―
―
例
え
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
（innovation studies

）、
経
済
地
理
学
（econom

ic geography

）、

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
（political ecology

）、
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
（governance studies

）
―
―
に
お
け
る
批
判
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
や
知
見
・
理
解
を
継
受
・
受
容
す
る
形
で
、
い
わ
ば
「
第
二
世
代
の
Ｍ
Ｌ
Ｐ
（second generation M

LP

）」
と
し
て
の

「
多
次
元
ス
ケ
ー
ル
Ｍ
Ｌ
Ｐ
（m

ulti-scalar M
LP

）」（Raven et al. 2012: 65‌

）
が
試
論
的
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
の
更
な
る
深
化
・
発
展
を
企
図
し
た
今
日
的
な
学
的
営
為（

（
（

に
お
い
て
、
理
論
的
に
先

駆
的
（sem

inal

）
な
価
値
・
重
要
性
を
持
ち
、
そ
れ
以
降
の
当
該
論
議
に
一
定
の
影
響
力
を
持
つ
と
評
価
さ
れ
るRaven et 

al.

（2012

）
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
間
概
念
の
理
論
化
と
Ｍ
Ｌ
Ｐ
再
構
築
の
試
み
に
関
す
る
初
歩
的
で
予
備
論
的
な
探

求
を
行
う
こ
と
と
す
る
（Späth and Rohracher 2014

）。Raven et al.
（2012

）
は
、
空
間
概
念
を
、
常
に
当
該
ア
ク
タ
ー
に
よ

る
再
交
渉
・
再
定
義
の
対
象
と
な
る
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
関
係
的
（relational

）
で
流
動
的
で
競
合
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
と
捉

え
る
。
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム
の
作
用
・
動
態
と
そ
の
変
化
は
、
し
た
が
っ
て
、
時
間
と
構
造
の
み
な
ら
ず
、
空
間
に
か
か
わ
る
複

数
の
ス
ケ
ー
ル
と
レ
ベ
ル
に
お
い
て
展
開
・
進
展
す
る
ア
ク
タ
ー
間
相
互
作
用
の
如
何
か
ら
も
捕
捉
・
説
明
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
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以
下
本
稿
で
は
、Raven et al.

（2012

）
に
ほ
ぼ
排
他
的
に
依
拠
し
つ
つ（

（
（

、
ま
ず
次
の
二
に
お
い
て
、
従
来
の
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
見
る
過

不
足
を
め
ぐ
る
批
判
的
論
議
を
概
観
し
、
続
く
三
に
お
い
て
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
を
い
か
に
し
て
捉
え
・
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
Ｍ

Ｌ
Ｐ
の
再
構
築
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
可
能
と
な
る
の
か
を
論
議
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
論
の
最
後
、
四
に
お
い
て
、
新
た
に

提
示
さ
れ
る
「
多
次
元
ス
ケ
ー
ル
Ｍ
Ｌ
Ｐ
」
の
援
用
に
よ
り
、
Ｓ
Ｔ
論
領
域
で
行
わ
れ
る
分
析
に
期
待
し
得
る
改
善
点
が
何
で
あ
る

の
か
に
つ
い
て
含
意
を
得
る
。

二　

従
来
の
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
見
る
過
不
足
を
め
ぐ
る
批
判
的
論
議
か
ら

二
．一　

時
間
と
構
造
を
め
ぐ
る
ス
ケ
ー
ル
と
レ
ベ
ル

　

Ｍ
Ｌ
Ｐ
は
、
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム
の
作
用
・
動
態
に
付
随
す
る
安
定
と
変
化
を
捕
捉
・
分
析
す
る
た
め
の
視
座
・
枠
組
み
と
し

て
、
Ｓ
Ｔ
論
領
域
に
お
い
て
ひ
ろ
く
受
容
さ
れ
・
定
着
を
見
た
も
の
と
の
位
置
づ
け
を
有
す
る
（Geels 2019, Loorbach et al. 

2017, M
arkard et al. 2012, Sm

ith et al. 2010
）。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
う
技
術
変
化
の
経
験
的
歴
史
分
析
に
そ
の
理
論
的
背
景

上
の
起
源
を
持
つ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
は
、
ニ
ッ
チ
、
レ
ジ
ー
ム
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
間
に
ま
た
が
る
行
為
主
体
性

（agency

）
と
構
造
と
の
間
の
相
互
作
用
を
、
事
象
が
生
起
す
る
順
序
（chronology

）
に
沿
っ
た
行
為
主
体
の
選
択
・
行
動
・
信
条

（beliefs

）
の
蓄
積
と
そ
こ
に
見
る
変
化
の
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
（
図
1
参
照
）（Geels 2011, Geels and Schot 

2007

）。
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
は
シ
ス
テ
ム
の
外
生
的
環
境
（exogenous environm

ent

）
と
し
て
作
用
し
、
レ
ジ
ー
ム
は
シ
ス
テ
ム

の
支
配
的
（dom

inant

）
機
能
を
担
い
、
ニ
ッ
チ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
揺
籃
す
る
実
験
的
な
場
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、F. Braudel 

に
代
表
さ
れ
る
歴
史
学
に
依
拠
し
た
Ｍ
Ｌ
Ｐ
は
、
イ
ベ
ン
ト
（events

）、
イ
ベ
ン
ト
間
の
結
び
つ
き
・
連

鎖
（conjunctures

）、
長
期
持
続
（longue durée

）
と
い
う
、
異
な
る
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
時
間
的
レ
ベ
ル
の
重
層
性
を
念
頭
に
置
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く
。
そ
の
上
で
Ｍ
Ｌ
Ｐ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
、
イ
ベ
ン
ト
、
制
度

（institutions

）、
構
造
が
生
む
ト
レ
ン
ド
、
と
し
て
い
わ
ば
翻
訳

し
、
先
に
見
た
三
つ
の
レ
ベ
ル
と
統
合
化
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
は
短

い
時
間
的
ス
パ
ン
を
持
つ
（
ニ
ッ
チ
）。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け

る
新
た
な
動
向
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（alliances

）
の
再
編
、
及
び
、

専
門
家
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
、

こ
こ
で
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
、
ア

ク
タ
ー
が
抱
く
期
待
（expectation

）
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
、
そ

こ
で
の
期
待
は
短
期
間
の
う
ち
に
変
化
し
得
る
。
一
方
、
制
度
は
、

当
該
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
機
能
及
び
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
に
対
し
て
安

定
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ

に
は
、
文
化
、
市
場
、
政
策
・
規
制
、
技
術
な
ど
の
複
数
の
位
相

と
そ
の
作
用
（
図
1
中
の
六
角
形
部
分
参
照
）
が
影
響
す
る
（
レ

ジ
ー
ム
）。
よ
っ
て
、
制
度
は
、
イ
ベ
ン
ト
と
は
異
な
り
、
よ
り

長
期
に
わ
た
る
時
間
的
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
変
化
す
る
。
さ
ら
に
、

超
長
期
的
ス
ケ
ー
ル
で
捉
え
ら
れ
る
の
が
、
制
度
を
内
包
す
る
構

造
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
）。

こ
れ
に
は
、
例
え
ば
、
経
済
成
長
を
肯
定
視
す
る
認
識
枠
組
み
や

地
理
的
形
状
が
も
た
ら
す
行
動
制
約
に
関
す
る
理
解
が
含
ま
れ
る
。

図 1　MLPによるトランジションと時間（横軸）及び構造（縦軸）

出典：Geels and Schot（2007: 402; Fig. 1）及び青木（2022: 49; 図 1）を基に筆者作成。



174

法学研究 96 巻 2 号（2023：2）

こ
れ
ら
は
、
通
常
、
人
為
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
さ
れ
る
が
、
戦
争
や
大
規
模
自
然
災
害
な
ど
の
影
響
に
よ
り
急
激
に
変

化
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

　

時
間
と
と
も
に
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
お
い
て
重
要
と
な
る
の
が
、
構
造
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、A

. Giddens

に
よ
る
構
造
論
（
構
造
の
二
重

性
（duality of structure

））
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ク
タ
ー
の
価
値
、
能
力
（capabilities

）、
行
動
が
、
そ
れ
ら
が

埋
め
込
ま
れ
た
（em

bedded

）
構
造
に
よ
っ
て
規
律
づ
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
構
造
自
体
を
再
生
産
し
、
変
化
さ
せ
る
と
の
構
造

論
に
依
る
理
解
を
前
提
に
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
は
、
構
造
化
さ
れ
た
社
会
―

技
術
レ
ジ
ー
ム
を
、
行
為
主
体
に
よ
る
行
動
の
触
媒
で
あ
り
、
か

つ
、
帰
結
で
も
あ
る
と
捉
え
る
。
レ
ジ
ー
ム
の
下
、
ア
ク
タ
ー
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
現
場
に
お
け
る
実
践
行
動
を
裏
づ
け
る
た
め
に
、

制
度
と
し
て
構
造
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
を
援
用
し
、
そ
れ
に
依
拠
（draw

 upon

）
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
方
で
、
ア
ク
タ
ー
の

行
動
は
、
そ
こ
で
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
枠
づ
け
ら
れ
・
構
成
（configure

）
さ
れ
る
。

　

Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
作
用
が
、
レ
ジ
ー
ム
の
み
な
ら
ず
、
ニ
ッ
チ
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
に
対
し
て
も
及
ぶ
も
の
と

理
解
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
構
造
は
、
そ
の
全
て
が
同
じ
程
度
の
秩
序
と
安
定
性
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
が
ア
ク

タ
ー
の
行
動
の
如
何
・
様
態
に
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ニ
ッ
チ
、
レ
ジ
ー
ム
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
の
各
レ
ベ
ル
は
、

秩
序
・
規
律
づ
け
の
度
合
い
・
程
度
が
増
す
こ
と
の
み
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
選
択
さ
れ
る
実
践
が
、
ア
ク
タ
ー
の
行
動

上
、
異
な
る
様
態
と
な
る
こ
と
を
も
表
す
。

　

ニ
ッ
チ
は
、
隔
離
さ
れ
守
ら
れ
た
空
間
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
ア
ク
タ
ー
は
、
相
対
的
に
よ
り
多
く
の
主
体
性
と
自
由

（
し
か
し
、
よ
り
限
定
的
な
権
力
）
を
享
受
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
ゆ
え
に
、
よ
り
新
規
性
の
高
い
（
よ
っ
て
、
不
確
実
性
の
あ
る
）

ル
ー
チ
ン
を
生
み
出
し
、
ま
た
、
現
状
に
代
替
す
る
構
造
を
生
み
出
し
得
る
（
例
：
主
流
派
か
ら
乖
離
し
た
新
た
な
行
動
に
関
す
る
規

範
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）。

　

一
方
、
レ
ジ
ー
ム
の
場
合
、
ル
ー
チ
ン
は
よ
り
安
定
的
で
よ
り
秩
序
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
な
り
、
よ
り
広
範
に
わ
た
る
組
織
的
な
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
人
工
物
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
な
る
。
当
該
ア
ク
タ
ー
は
、
そ
れ
ら
に
よ
り
構
造
化
さ
れ
た

作
用
か
ら
乖
離
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
と
同
時
に
、
こ
こ
に
見
る
秩
序
・
規
律
づ
け
の
作
用
が
、
レ
ジ
ー
ム
に
永
続
性
や
耐
性

（durability
）
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
ア
ク
タ
ー
の
選
択
・
行
動
に
、
よ
り
予
見
可
能
性
が
高
く
、
よ
り
実
効
的
（effective

）
な
、

い
わ
ば
よ
り
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
（system

ic

）
な
影
響
力
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
は
、
ア
ク
タ
ー
が
短
期
的
に
影
響
を
及
ぼ
せ
ず
、
そ
こ
に
既
存
す
る
も
の
に
適
応
す
る
し
か
な
い
、
い
わ
ば
外

生
的
な
環
境
と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
長
期
的
に
は
、
ア
ク
タ
ー
の
実
践
の
帰
結
と
し
て
顕
在
化
す
る
レ
ジ
ー
ム
に
生

じ
る
変
化
に
よ
っ
て
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
も
ま
た
変
化
す
る
。
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
の
構
造
化
の
様
態
は
、
ニ
ッ
チ
及
び
レ
ジ
ー

ム
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
は
、
あ
る
特
定
の
方
向
性
に
沿
っ
た
選
択
・
行
動
を
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
と
の
比

較
に
お
い
て
、
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
が
よ
り
高
い
そ
の
実
現
が
よ
り
困
難
な
も
の
に
す
る
作
用
を
も
た
ら
す
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ク

タ
ー
は
、
自
身
の
行
為
選
択
に
お
い
て
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
り
支
配
的
に
存
在
す
る
構
造
に
対
抗
す
る
よ
り

は
、
そ
こ
に
作
用
す
る
ト
レ
ン
ド
に
身
を
委
ね
る
の
が
通
常
と
な
る
。

　

な
お
、
後
掲
の
表
1
（
中
央
二
列
）
に
お
い
て
、
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
時
間
と
構
造
の
差
違
を
対
比
す
る
。

二
．二　

空
間
と
場
所
を
め
ぐ
る
現
行
理
解
に
向
け
ら
れ
た
批
判

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
お
い
て
は
、
構
造
化
の
度
合
い
・
程
度
に
関
す
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
小
が
、
時
間
的
ス
ケ
ー
ル
の

長
短
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
る
複
数
の
ス
ケ
ー
ル
に
裏
づ
け
ら
れ
た
三
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
成
る
視
座
・
枠
組
み
は
、
複
雑

な
様
相
を
呈
す
る
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム
の
動
態
や
そ
こ
で
の
変
化
を
整
理
・
体
系
化
し
て
捉
え
る
た
め
の
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

（heuristic

）
と
し
て
有
用
な
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
構
造
化
の
レ
ベ
ル
を
空
間
ス
ケ
ー
ル
と
関
連
づ
け
る
試
み
に
つ
い

て
は
、
概
念
化
の
観
点
か
ら
も
、
実
証
的
な
観
点
か
ら
も
、
説
得
性
を
欠
く
も
の
だ
と
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
（Coenen et 
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）。
確
か
に
、
Ｓ
Ｔ
論
領
域
の
こ
れ
ま
で
の
数
多
く
の
業
績
に
お
い
て
、
レ
ジ
ー
ム
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
に
お
い
て
発

見
さ
れ
・
分
析
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
前
提
は
、
法
令
に
基
づ
く
政
府
規
制
や
国
境
に
よ
り
確
定
し
て
い
る
領
土
が

―
―
例
え
ば
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
言
説
を
め
ぐ
り
―
―
依
然
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
て
も
、
再
考
す
べ
き

も
の
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
レ
ジ
ー
ム
を
め
ぐ
り
明
確
な
境
界
領
域
の
存
在
を
前
提
と
し
た
上
で
、
ニ
ッ
チ
に
お
け
る
展
開
が

い
わ
ば
川
下
か
ら
レ
ジ
ー
ム
に
向
け
て
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
起
こ
り
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
の
そ
れ
は
川
上
か
ら
レ
ジ
ー
ム
に
向
け
て

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
作
用
す
る
、
と
い
っ
た
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
よ
る
理
解
は
、
当
該
事
象
の
複
雑
さ
を
単
純
化
し
過
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
（Späth and Rohracher 2014

）。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
下
、
経
済
地
理
学
の
研
究
者
は
、
こ
こ
一
五
年
余
り
の
間
、
Ｓ
Ｔ
論
領
域
に
お
い
て
、
ス
ケ
ー
ル
、
場

所
（place

）、
空
間
の
概
念
化
・
操
作
化
を
企
図
し
た
数
多
く
の
貢
献
を
な
し
て
き
た
。
例
え
ば
、Coenen et al.

（2012

）
や

T
ruffer and Coenen

（2012

）
は
、
空
間
概
念
の
組
み
込
み
を
欠
く
Ｍ
Ｌ
Ｐ
の
欠
陥
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
ま
ず
、
レ
ジ
ー

ム
が
あ
た
か
も
均
質
的
な
構
造
を
持
つ
か
の
ご
と
く
描
か
れ
て
お
り
、
サ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
ロ
ー
カ
ル
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
）・
レ
ベ
ル

に
お
け
る
多
様
性
や
解
釈
の
差
違
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
ニ
ッ
チ
の
創
発
・
展
開
が
、
ア
ク
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
期

待
、
学
習
の
観
点
か
ら
の
み
記
述
・
説
明
さ
れ
て
お
り
、
場
所
を
め
ぐ
る
特
定
性
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
左
右
す
る
能
力
、
リ

ソ
ー
ス
及
び
そ
れ
ら
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
格
差
が
あ
る
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
欠
落
に
よ
り
、
広
域
自
治
体
、
基
礎

自
治
体
、
都
市
、
近
隣
地
区
と
い
っ
た
複
数
の
空
間
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
顕
在
化
す
る
多
様
性
、
解
釈
、
制
度
的
文
脈
が
分
析
か
ら
排

除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
は
、
な
ぜ
あ
る
場
所
で
ニ
ッ
チ
が
創
発
・
展
開
す
る
の
に
、
他
の
場
所
で
は
そ
う
な
ら
な
い
の
か

を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
が
地
理
的
な
空
間
に
対
す
る
考
慮
に
欠
け
る
点
を
指
摘
し
たH

odson and M
arvin

（2009; 2010

）
は
、
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
を
方
向
づ
け
る
際
の
地
域
や
都
市
（cities

）
が
果
た
す
役
割
に
着
目
し
た
。
そ
こ
で
は
、
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、



177

サステナビリティ・トランジション論に見る空間スケールの概念化による分析視座・枠組み（再）構築の試み

競
争
力
に
か
か
わ
る
政
策
推
進
の
責
任
や
権
限
が
、
中
央
政
府
か
ら
「
都
市
」（
具
体
的
に
は
、
西
側
諸
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
の
大
都

市
を
指
す
）
へ
と
推
移
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
都
市
の
再
興
」
を
い
か
に
し
て
Ｍ
Ｌ
Ｐ
の
中
で
概
念
化
す
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、

次
の
よ
う
な
相
互
に
関
連
す
る
命
題
の
探
求
が
必
要
に
な
る
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
都
市
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ジ
ー
ム

に
（
受
動
的
に
）
反
応
す
る
こ
と
で
、
ニ
ッ
チ
が
育
ま
れ
る
サ
イ
ト
・
場
所
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
し
か
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も
、

都
市
は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
の
作
用
を
能
動
的
に
「
自
ら
に
た
ぐ
り
寄
せ
て
」、
変
化
の
機
運
を
自
ら
の
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
の
下
で

解
釈
し
、
か
つ
、
独
自
に
活
用
で
き
る
存
在
た
り
得
る
の
か
。
加
え
て
、
経
済
地
理
学
に
見
る
知
見
・
理
解
に
依
れ
ば
、
都
市
や
地

域
の
重
要
性
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
左
右
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
結
節
点
と
し
て
の
役
割
に
求
め
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
主
要
な
問
い
は
、
都
市
間
を
ま
た
ぎ
顕
在
化
す
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
相
互
作
用
は
、
ニ
ッ
チ
の
創

発
・
拡
充
の
た
め
の
主
要
な
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
、
レ
ジ
ー
ム
を
刷
新
す
る
に
足
る
だ
け
の
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
自
ら
の
手
で
考
案
・
提
示
し
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
を
完
遂
で
き
る
の
か
否
か
、
と
な
る
。

　

な
お
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
の
重
要
性
は
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
手
法
を
用
い
て
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
都
市
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
そ
こ
で
の
集
合
的
意
思
決
定
に
見
る
権
力
的
関
係
性
（pow

er relations

）
の
概
念
化
・
理
論
化
の
必
要
性
を
謳

う
業
績
に
お
い
て
も
、
等
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Law

hon and M
urphy 2011, M

onstadt 2009

）。
さ
ら
に
は
、
例
え
ば
、

H
odson and M

arvin

（2009; 2010

）
に
依
れ
ば
、
都
市
を
舞
台
に
活
動
す
る
専
門
家
と
し
て
の
「
媒
介
ア
ク
タ
ー
（interm

ediaries

（
（
（

）」

が
、
様
々
な
レ
ベ
ル
（
近
隣
地
区
、
都
市
、
国
家
、
グ
ロ
ー
バ
ル
）
に
お
い
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
異
な
る
多
様

な
社
会
的
・
経
済
的
な
利
害
・
利
益
を
媒
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
複
数
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
を
選
別
的
（selective

）
か
つ
戦

略
的
に
取
り
結
ぶ
こ
と
で
、
レ
ベ
ル
間
に
分
散
的
に
存
在
す
る
リ
ソ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
重
層
的
ガ
バ
ナ

ン
ス
（m

ulti-level governance

）
論
の
視
座
を
用
い
て
、
都
市
行
政
と
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
性
を
分
析
し
た
業
績
に
お
い

て
も
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
及
び
レ
ベ
ル
へ
の
着
目
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、Bulkeley and Betsill

（2005

）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、
ナ
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シ
ョ
ナ
ル
、
ロ
ー
カ
ル
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
環
境
政
治
が
独
立
し
て
自
律
的
に
展
開
し
て
い
る
と
理
解
す
る
傾
向
に
あ
る
、
環
境

政
治
学
の
現
況
に
対
し
て
批
判
的
検
討
を
加
え
た（

（
（

。
彼
ら
は
、
気
候
変
動
問
題
と
い
う
政
策
的
な
文
脈
の
下
、
都
市
行
政
が
多
層
レ

ベ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
い
か
に
反
応
し
・
い
か
に
関
与
す
る
の
か
と
い
う
論
点
と
は
別
に
、
都
市
行
政
に
よ
っ
て
（
能
動
的
に
）
生

み
出
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
に
つ
い
て
も
分
析
を
加
え
た
。
そ
こ
で
は
、
国
家
及
び
非
国
家

ア
ク
タ
ー
双
方
か
ら
成
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（

（
（

は
、
新
た
な
様
態
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
し
て
機
能
す
る
も
の
だ
と

捉
え
ら
れ
、
従
来
の
ロ
ー
カ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
補
完
す
る
も
の
だ
と
の
理
解

が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
い
う
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
従
来
型
の
主
権
国
家
を
基
本
単
位
と
し
た
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
構
造
や
プ
ロ
セ
ス
を
相
互
に
連
環
さ
せ
補
完
す
る
こ
と
で
、
そ
の
範
囲
・
射
程
を
超
え
、
ま
た
、
横
断
す
る
よ
う
に
作
用

す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　

な
お
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
と
変
化
及
び
時
間
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
歴
史
研
究
（historical studies

）
に
お
け
る
論
議

も
重
要
で
あ
る（

（
（

。
そ
こ
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
今
日
的
な
理
解
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
当
該
歴
史
家
は
、
社

会
科
学
者
が
前
提
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
無
制
約
な
浸
透
と
い
う
理
解
に
対
し
て
疑
義
を
呈
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る

そ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
空
間
、
組
織
、
人
々
は
確
か
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文

脈
の
内
側
に
位
置
す
る
空
間
（
都
市
あ
る
い
は
地
域
）
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
脈
の
外
側
に
位
置
す
る
空
間
と
を
峻
別
し
得
な
い
と
の

理
解
を
疑
問
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
空
間
の
概
念
化
の
あ
り
方
に
再
考
を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ア
ク
タ
ー
は
、
相
互
に
連
環
す
る
複
数
の
空
間
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
い
わ
ば
枠
に
は
め
ら
れ
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、

そ
の
位
置
取
り
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
応
じ
て
強
化
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
々
は
、
あ
る
レ
ベ
ル

か
ら
他
の
レ
ベ
ル
へ
と
移
動
す
る
の
み
な
ら
ず
、
異
な
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
か
つ
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
ま
た
ぐ
形
で
、
帰
属
を
有

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
実
践
の
分
析
は
、
あ
た
か
も
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ン
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デ
ィ
シ
ョ
ン
が
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
あ
る
特
定
の
展
開
・
進
展
が
、
い
か
に
他
の
場
所
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
―
―
そ
れ
は
、

人
、
ア
イ
デ
ア
、
財
の
環
流
（circulations

）
を
通
じ
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の
―
―
に
よ
っ
て
植
え
つ
け
ら
れ
た
も
の
か
、
を
明
ら

か
に
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
看
取
で
き
る
環
流
と
繫
が
り
・
結
節
（connections

）
は
複
数
の
レ
ベ
ル
間
を
ま
た
ぎ
・
横
断
し
つ

つ
生
起
す
る
と
の
理
解
が
、
行
動
と
変
化
を
め
ぐ
る
「
関
係
性
の
視
座
（relational perspective

）」
を
用
い
た
分
析
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
ひ
い
て
は
、
こ
こ
で
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
は
、
複
数
存
在
し
相
互
に
連
環
・
結
節
す
る
空
間
レ
ベ
ル
と
い
う

ア
イ
デ
ア
を
導
き
、
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
と
が
い
か
に
し
て
お
互
い
を
形
づ
く
り
ま
た
変
化
さ
せ
る
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
の

探
求
命
題
と
し
て
の
価
値
・
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
。
か
つ
、
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
は
、
空
間
概
念
そ
の
も
の
に
関
す
る
新
た
な

理
解
を
も
導
く
。
つ
ま
り
、
空
間
と
は
、
単
に
物
理
的
に
確
定
さ
れ
た
領
域
（territories

）
で
は
な
く
、
作
ら
れ
た

（constructed

）
も
の
で
あ
り
、
物
理
的
、
経
済
的
、
社
会
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
創
出
・
生
成
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。

こ
こ
に
見
る
相
互
作
用
と
そ
の
創
出
・
顕
在
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
多
次
元
性
・
多
層
性
を
有
し
、
そ
こ
で
の
空
間
の
境
界
と
は
、
偶

発
性
を
お
び
た
常
に
交
渉
と
再
編
の
対
象
と
な
る
も
の
と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
空
間
と
は
、
ア
ク
タ
ー
に
お
け
る

認
識
、
利
害
・
利
益
及
び
戦
略
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
意
味
合
い
を
問
え
る
も
の
と
な
る
。

　

以
上
で
見
た
批
判
的
見
地
は
、
経
済
地
理
学
領
域
の
関
係
性
学
派
（relational school

）
に
よ
る
問
題
関
心
に
沿
う
も
の
で
も
あ

る
。
彼
ら
は
、
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
ま
た
が
っ
て
位
置
取
り
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
有
す
る
ア
ク
タ
ー
間
に
顕
在
化
す
る
権
力
的

関
係
性
と
、
そ
の
よ
う
な
権
力
的
関
係
性
が
い
か
に
し
て
変
化
の
機
会
と
プ
ロ
セ
ス
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
を
問
う
（Sheppard 

2002

）。
こ
こ
に
看
取
さ
れ
る
ア
ク
タ
ー
間
の
社
会
―

空
間
的
関
係
性
（socio-spatial relations

）
は
、
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
お
け

る
経
済
的
か
つ
制
度
的
な
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
付
随
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ク
タ
ー
は
、
自
身
に
と
っ

て
価
値
の
あ
る
多
く
の
異
な
る
現
実
空
間
及
び
仮
想
（im

agined

）
空
間
の
制
御
と
安
定
化
を
企
図
し
た
働
き
か
け
を
行
う
。
こ
こ

か
ら
、
歴
史
研
究
者
は
次
の
よ
う
な
見
解
に
至
る
。
す
な
わ
ち
、
求
め
ら
れ
る
分
析
と
は
、（
例
え
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
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た
も
の
で
あ
れ
）
ロ
ー
カ
ル
な
空
間
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
空
間
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
で
の
ロ
ー
カ
ル
な
展
開
・

進
展
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
の
か
、
そ
の
あ
り
方
に
の
み
な
ら
ず
、
仮
想
空
間
に
お
け
る
作
用
や
展
開
・
進
展
に
も
着
目
す
べ

き
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
こ
で
の
特
定
の
空
間
的
関
係
性
（spatial relations

）
を
打
ち
立
て
る
際
に
生
起
す
る
紛
争
と
対
立
、
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
レ
ジ
ー
ム
と
制
度
、
及
び
、
そ
こ
に
顕
在
化
し
得
る
空
間
的
関
係
性
の
再
編
・
再
定
義
の
あ
り
方
に

も
着
目
す
べ
き
な
の
で
あ
る
（Y

eung 2005, M
uller and T

orp 2009

）。

　

さ
ら
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ト
・
場
所
と
し
て
地
域
が
担
う
役
割
を
論
じ
たBunnell and Coe

（2001: 577

）
は
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
空
間
（spaces of innovation

）」
を
適
切
に
捕
捉
・
分
析
す
る
た
め
に
は
、
多
次
元
性
を
有
す
る
空

間
レ
ベ
ル
や
ス
ケ
ー
ル
の
間
及
び
そ
れ
ら
を
横
断
し
て
成
立
す
る
リ
ン
ケ
ー
ジ
（linkage

）
や
相
互
関
係
性
の
如
何
に
関
心
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
創
発
・
顕
在
化
す
る
空
間
性

（spatiality

）
の
理
解
の
た
め
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
起
し
て
い
る
際
の
ス
ケ
ー
ル
に
の
み
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
異
な

る
空
間
レ
ベ
ル
に
ま
た
が
っ
て
―
―
あ
る
ロ
ー
カ
ル
か
ら
別
の
ロ
ー
カ
ル
へ
と
―
―
維
持
・
継
続
し
て
作
用
し
て
い
る
も
の
を
分
析

の
俎
上
に
の
せ
、
そ
こ
に
見
る
繫
が
り
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
あ
り
方
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
空
間
を
支
援
す
る
も
の
な
の
か
、

あ
る
い
は
、
妨
げ
る
も
の
な
の
か
の
分
析
が
求
め
ら
れ
る
、
と
さ
れ
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
ら
れ
る
上
記
で
見
た
「
関
係
性

的
視
座
」
は
、「
空
間
化
さ
れ
た
（spatialized

）
Ｍ
Ｌ
Ｐ
」
に
と
っ
て
重
要
な
含
意
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
空
間
的
視
座
は
関
係
性
的

視
座
を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
を
異
に
す
る
多
様
な
レ
ベ
ル
に
ま
た
が
っ
て
成
り
立
ち
・
構
造
化

さ
れ
る
と
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
作
用
や
そ
の
あ
り
方
に
こ
そ
着
目
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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三　
「
多
次
元
ス
ケ
ー
ル
Ｍ
Ｌ
Ｐ
」
の
構
築
に
向
け
て

　

前
節
で
見
た
一
連
の
論
議
は
、
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
秩
序
・
安
定
と
そ
の
変
化
の
分
析
に
お
い
て
、「
時
間
」
と
「
構

造
」
の
他
に
「
空
間
」
が
勘
案
さ
れ
る
べ
き
一
つ
の
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
、
重
要
な
分
析
単
位
及
び
説
明
要
因
と
な
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
当
該
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
支
配
的
作
用
を
担
う
レ
ジ
ー
ム
を
成
す
位
相
―
―
例
え
ば
、
生
産
及
び
流
通
プ
ロ
セ
ス
、
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
（value chains

）、
文
化
、
市
場
、
イ
ン
フ
ラ
、
技
術
開
発
機
関
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
―
に
は
全
て
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
位
相
の
他
に
も
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
重
要
と
な
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
位
相
と
サ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
あ
る
い
は
、
ロ
ー

カ
ル
）
な
位
相
と
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
多
次
元
性
を
有
す
る
空
間
的
視
座
の
前
提
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル

に
お
け
る
ア
ク
タ
ー
、
制
度
、
信
条
、
実
践
が
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
か
つ
サ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
も
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
空
間
に
埋
め
込
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
連
環
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
し
て
い
る
、
と
の
理
解
が
あ
る
。

　

で
は
、
第
二
世
代
の
Ｍ
Ｌ
Ｐ
を
志
向
し
て
空
間
ス
ケ
ー
ル
を
適
切
に
組
み
込
む
た
め
に
は
、
何
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
は
、Gibson et al.

（2000

（
（
（

）
に
依
拠
し
つ
つ
、
絶
対
的
空
間
ス
ケ
ー
ル
と
相
対
的
空
間
ス
ケ
ー
ル
と
を
区
別
す
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
論
議
か
ら
は
、
相
対
的
空
間
ス
ケ
ー
ル
へ
の
着
目
が
よ
り
重
要
と
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　

ま
ず
、
絶
対
的
空
間
ス
ケ
ー
ル
の
観
点
か
ら
は
、
空
間
は
、
物
理
的
に
確
定
さ
れ
た
境
界
を
持
つ
領
土
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
領
土
が
、
制
度
、
労
働
力
、
リ
ソ
ー
ス
と
い
っ
た
ニ
ッ
チ
や
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
可
否
を
左
右
す
る
要
因
の

い
わ
ば
容
器
（containers

）
と
な
る
も
の
と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
。
あ
る
領
土
に
お
け
る
要
因
は
、
他
の
領
土
に
お
け
る
そ
れ
と

は
異
な
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
な
ぜ
、
い
か
に
し
て
、
ニ
ッ
チ
が
創
発
し
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
へ
と
展
開
・
進
展
す
る
の
か
・
し
な

い
の
か
の
説
明
が
試
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
経
済
発
展
の
可
否
を
め
ぐ
り
「
関
係
性
資
産

（relational assets

）」
の
概
念
を
用
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、
経
済
地
理
学
に
お
け
る
視
座
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
関
係
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性
資
産
と
は
、
あ
る
特
定
の
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
（
す
な
わ
ち
は
、
領
土
内
）
に
お
け
る
社
会
的
関
係
性
（social relations

）、
慣
習

（conventions

）
及
び
賦
存
資
産
（endow

m
ents

）
か
ら
成
り
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
再
生
産
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
ま
た
、

模
倣
す
る
こ
と
が
困
難
と
さ
れ
、
あ
る
領
土
に
比
較
優
位
を
も
た
ら
す
耐
久
性
に
優
れ
た
基
礎
力
を
付
与
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ

こ
で
い
う
基
礎
力
に
は
、
知
識
、
ス
キ
ル
、
資
本
と
い
っ
た
リ
ソ
ー
ス
の
み
な
ら
ず
、
あ
る
特
定
の
場
所
に
お
い
て
「
関
係
性
」
を

形
づ
く
る
と
こ
ろ
の
制
度
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
社
会
関
係
資
本
（social capital

）
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
経
済

地
理
学
は
、
伝
統
的
に
、
学
習
、
知
識
創
造
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
否
に
と
っ
て
地
理
的
な
「
近
接
性
（proxim

ity

）」
あ
る
い

は
「
共
位
置
性
（co-location

）」
概
念
が
重
要
に
な
る
、
と
し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
、
次
に
あ
げ
る
そ
の
他
の
近
接
性

に
つ
い
て
も
、
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
「
認
知
的
（cognitive

）」
近
接
性
は
、
ア
ク
タ
ー
間
で
共
有
さ
れ
た
知
識
の
ベ
ー
ス
（shared know

ledge base

）
を
指
す
。

　
「
組
織
的
（organizational

）」
近
接
性
は
、
ア
ク
タ
ー
が
帰
属
す
る
組
織
的
背
景
に
見
る
類
似
性
を
指
す
。

　
「
社
会
的
（social

）」
近
接
性
は
、
ア
ク
タ
ー
間
の
信
頼
、
友
情
、
親
族
関
係
（kinship

）
及
び
経
験
に
関
す
る
レ
ベ
ル
の
こ
と
を

指
す
。

　
「
制
度
的
（institutional

）」
近
接
性
は
、
社
会
的
な
規
範
や
価
値
と
い
っ
た
、
ア
ク
タ
ー
が
帰
属
す
る
文
化
的
背
景
が
類
似
し
て

い
る
程
度
を
指
す
。

　

な
お
、Boschm
a

（2005

）
は
、
こ
れ
ら
の
「
相
対
的
」
な
近
接
性
が
、
学
習
、
知
識
創
造
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
必
須
の
前
提

条
件
と
し
て
の
地
理
的
―
―
し
た
が
っ
て
、「
絶
対
的
」
―
―
な
近
接
性
の
重
要
性
を
よ
り
低
下
さ
せ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ

に
は
、
近
接
性
と
い
う
概
念
自
体
が
多
次
元
性
を
お
び
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
交
錯
・
結
節
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
ア
ク
タ
ー

の
位
置
取
り
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ニ
ン
グ
、
実
践
及
び
権
力
の
多
寡
や
そ
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
て
い
る
、
と
の
理
解
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。



183

サステナビリティ・トランジション論に見る空間スケールの概念化による分析視座・枠組み（再）構築の試み
　

こ
の
よ
う
な
、
相
対
的
な
近
接
性
概
念
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
お
け
る
ニ
ッ
チ
、
レ
ジ
ー
ム
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ

を
「
社
会
―

技
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
、
い
わ
ば
再
定
義
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ニ
ッ
チ
は
、
顕
在

化
す
る
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
低
い
レ
ベ
ル
の
相
対
的
近
接
性
を
有
す
る
ア
ク
タ
ー
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
特
徴

づ
け
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。
ニ
ッ
チ
の
時
間
的
ス
ケ
ー
ル
は
短
期
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
社
会
的
、
制
度
的
、
組
織
的
、
認
知
的
な
関

係
性
を
強
く
結
び
つ
け
る
よ
う
な
濃
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
未
だ
顕
在
化
し
て
い
な
い
。
レ
ジ
ー
ム
は
、
よ
り
長
期
的
な
時
間
的
ス

ケ
ー
ル
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
既
存
の
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
高
い
レ
ベ
ル
に
お
い
て
相
対
的
近
接
性
の
あ
る
ア
ク
タ
ー

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
は
、
複
数
の
既
存
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム
に
ま
た
が
っ
て
高
い

レ
ベ
ル
の
近
接
性
の
あ
る
ア
ク
タ
ー
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
に
関
す
る
相
対
的
概
念
化
も
重
要
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
場
合
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
と
は
、

ア
ク
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
社
会
的
に
形
づ
く
ら
れ
る
、
領
土
を
横
断
し
て
存
在
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
空
間
ス
ケ
ー
ル
を
相
対
的
な
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
は
、
ニ
ッ
チ
、
レ
ジ
ー
ム
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
を
絶
対
的
な
空
間
的
射

程
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
は
、
ア
ク
タ
ー
は
、
相
互
の
関
係
性
に
お
い
て
繫
が
り
・
リ
ン
ケ
ー

ジ
を
持
ち
、
位
置
取
り
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
決
め
る
存
在
と
し
て
理
論
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
出
し
ま
た
そ

れ
を
再
組
成
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
す
る
こ
と
で
権
力
を
創
出
し
ま
た
そ
れ
を
再
組
成
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ク
タ
ー
は
、
知

識
、
リ
ソ
ー
ス
、
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ロ
ー
を
生
み
出
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
空
間
自
体
が
所
与
の
も
の
で
は
な
く
、

社
会
的
に
定
義
さ
れ
、
再
生
産
さ
れ
、
再
定
義
さ
れ
る
も
の
と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
と
は
、

領
土
的
に
制
約
・
確
定
さ
れ
た
空
間
（
例
：
国
、
都
市
）
の
中
に
お
い
て
生
起
す
る
も
の
で
は
な
く
、
空
間
的
に
分
散
し
て
存
在
す

る
ア
ク
タ
ー
が
多
次
元
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
取
り
結
ぶ
相
互
作
用
と
そ
こ
に
見
る
緊
張
状
態
（tensions

）
か
ら
顕
在
化
・
進
展
す

る
も
の
、
と
の
理
解
が
導
か
れ
る
（Raven et al. 2012: 70‌

）。
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こ
の
よ
う
な
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
及
び
関
係
性
ス
ケ
ー
ル
の
相
対
的
概
念

化
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
を
成
す
三
つ
の
レ
ベ
ル
を
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

（refram
ing

）
す
る
た
め
に
有
益
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
Ｍ
Ｌ
Ｐ
の
レ
ベ

ル
と
は
、
ア
ク
タ
ー
間
の
関
係
性
に
よ
っ
て
（
複
数
の
レ
ベ
ル
に
わ
た
り
）

形
づ
く
ら
れ
る
社
会
的
構
築
物
と
し
て
再
定
義
さ
れ
る
。
ま
た
、
複
数
レ

ベ
ル
に
ま
た
が
る
ア
ク
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
権
力
を
め
ぐ
る

分
析
は
、
ニ
ッ
チ
、
レ
ジ
ー
ム
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
の
理
解
に
新
た
な
視

座
を
提
供
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
、
シ
ス
テ
ム
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
性
質
、
ペ
ー
ス
、
位
置
と
権
力
と
の
関
連
性
を
、
現
行
Ｍ
Ｌ
Ｐ

の
下
で
適
切
に
捉
え
る
こ
と
は
困
難
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
が
、
し
か
し
、

関
係
性
ス
ケ
ー
ル
を
概
念
化
し
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
ア
ク

タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
権
力
の
理
論
化
が
可
能
と
な
れ
ば
、
既

存
の
Ｓ
Ｔ
論
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
へ
の
過
度
の
着

目
が
妨
げ
て
き
た
、
社
会
―

技
術
的
な
展
開
・
進
展
の
不
均
一
性
に
関
す

る
理
解
・
説
明
が
、
よ
り
精
緻
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
な

お
、
空
間
ス
ケ
ー
ル
を
め
ぐ
る
以
上
の
論
議
の
要
点
を
、
表
1
の
右
列
に

示
す
。

表 1　MLPにおける三つのレベルと時間・構造・空間にかかわるスケールとの関係

MLP の 3 つの
レベル（levels）

事象に関するスケール（scales）

時間（time） 構造（structure） 空間（space）

ランドスケイプ
（landscape）

超長期（長期持続）
だが、時として壊滅
的なイベントによっ
て引き起こされる、
瞬時の変化

外生的環境として作用する

典型的なランドスケイプ・ネッ
トワークは、現行社会―技術シ
ステムをまたぎ・横断して、高
い度合いの近接性と権力を顕す

レジーム
（regime）

数 10 年

内生的構造、それは、アク
ターによる能動的な組織的
ネットワークによって維持さ
れており、また、制度及びイ
ンフラに埋め込まれたものと
して作用する

典型的なレジーム・ネットワー
クは、現行の社会―技術システ
ムの内部において、高い度合い
の近接性と権力を顕す

ニッチ（niches） 0―10 年

保護された空間であり、既存
レジームに代替する構造を顕
在化させる可能性を持つもの
として作用する

典型的なニッチ・ネットワーク
は、顕在化しつつある社会―技
術システムの内部において、低
い度合いの近接性と権力を顕す

出典：Raven et al.（2012: 72; Table. 2）を基に著者作成。
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四　

お
わ
り
に
―
―
結
論
に
代
え
て

　

以
上
、
本
稿
で
は
、Raven et al.

（2012

）
に
依
拠
し
つ
つ
、
第
二
世
代
に
相
当
す
る
「
多
次
元
ス
ケ
ー
ル
Ｍ
Ｌ
Ｐ
」
に
つ
い
て

予
備
論
的
な
探
求
を
試
み
た
。
そ
こ
で
は
、「
時
間
」
と
「
構
造
」
と
は
異
な
る
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
の
「
空
間
」
を
概
念
化
し
、
既

存
の
視
座
・
枠
組
み
（
Ｍ
Ｌ
Ｐ
）
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｔ
論
研
究
が
い
か
な
る
深
化
・
発
展
を
遂
げ
得
る
の
か
に
つ
い
て
概

観
し
た
。
な
お
、Raven et al.

（2012

）
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
提
示
さ
れ
た
視
座
・
枠
組
み
を
用
い
た
実
証
的
分
析
に
よ
り
、
次
の

四
つ
の
点
に
深
化
・
改
善
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
る
。
一
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
進
展
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
空
間
的
多
様
性
の
如

何
・
様
態
に
関
す
る
理
解
、
二
、
各
レ
ベ
ル
（
ニ
ッ
チ
、
レ
ジ
ー
ム
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
）
及
び
ス
ケ
ー
ル
間
の
連
環
・
リ
ン
ケ
ー
ジ

の
如
何
・
様
態
に
関
す
る
理
論
構
築
、
三
、
よ
り
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
分
析
、
四
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
に
ま
つ
わ
る
変
化
の
プ

ロ
セ
ス
の
理
解
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
の
構
築
に
向
け
て
必
要
と
さ
れ
る
社
会
―

技
術
シ
ス
テ
ム
の
変

化
・
刷
新
の
可
否
・
あ
り
方
の
解
明
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
と
な
る
探
求
命
題
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
今
日
の
Ｓ
Ｔ
論
領
域

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
命
題
に
取
り
組
む
業
績
に
も
蓄
積
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
知
見
・
理
解

が
「
多
次
元
ス
ケ
ー
ル
Ｍ
Ｌ
Ｐ
」
へ
と
再
帰
的
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
い
か
な
る
修
正
や
改
変
が
引
き
続
き
可

能
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
学
的
営
為
の
進
展
に
、
わ
が
国
の
当
該
事
例
等
の
分
析
成
果
が
貢
献
を
な

す
べ
き
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
―
―
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
本
稿
の
論
議
が
資
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
至
っ

て
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。

（
1
）　

本
稿
は
、「
Ｓ
Ｔ
論
に
見
る
Ｍ
Ｌ
Ｐ
の
深
化
を
企
図
し
た
今
日
的
論
議
の
意
義
及
び
含
意
の
理
解
」
と
の
探
求
命
題
を
共
有
す
る
三

編
か
ら
成
る
一
連
の
論
考
の
最
後
の
も
の
と
な
る
。
先
行
す
る
論
考
は
そ
れ
ぞ
れ
、
青
木
（
二
〇
二
二；

二
〇
二
三
近
刊
）。
ま
た
、
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A

oki

（2023 in press

）。

（
2
）　

Ｓ
Ｔ
論
及
び
Ｍ
Ｌ
Ｐ
の
発
展
経
緯
、
意
義
、
今
日
的
動
向
等
を
論
じ
た
邦
語
に
よ
る
論
考
と
し
て
、
陳
他
（
二
〇
二
二
）、
青
木

（
二
〇
二
〇
ａ；

二
〇
二
〇
ｂ；

二
〇
一
五；

二
〇
一
三
ａ；

二
〇
一
三
ｂ
）。

（
3
）　

前
掲
注（
1
）参
照
。

（
4
）　

論
議
の
主
体
（
提
唱
者
）
に
関
す
る
（
引
用
の
形
で
は
な
い
）
明
示
的
言
及
が
な
い
限
り
、
本
稿
が
提
示
す
る
知
見
・
理
解
は
、

Raven et al.

（2012

）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
予
め
指
摘
し
て
お
く
。
レ
ビ
ュ
ー
論
文
と
し
て
の
本
稿
は
、
研
究
上
の

独
創
性
（originality

）
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
引
用
文
献
は
必
要
最
小
限
に
止
め
た
。

（
5
）　

媒
介
ア
ク
タ
ー
の
概
念
化
や
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
青
木
（
二
〇
二
二
）。

（
6
）　

地
理
学
的
視
座
を
用
い
て
Ｓ
Ｔ
論
領
域
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
の
批
判
的
再
編
に
貢
献
し
た
と
さ
れ
る

Bulkeley

（2005

）
及
びBulkeley and Betsill

（2005

）
は
、「
ス
ケ
ー
ル
を
め
ぐ
る
政
治
（
地
理
的
レ
ベ
ル
を
め
ぐ
り
階
層
性
を
お

び
た
社
会
的
構
築
（social constructs

）
に
関
係
す
る
）」
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ぐ
る
政
治
（
水
平
的
で
非
階
層
的
な
社
会
的
構
築

に
関
係
す
る
）」
を
多
元
的
か
つ
統
合
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
り
、「
環
境
を
ガ
バ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
と
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
対
象
と
行

為
主
体
の
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
と
リ
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
の
双
方
を
行
う
政
治
過
程
、
及
び
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
場

と
を
新
た
に
創
出
す
る
試
み
で
あ
り
［
…
中
略
…
］
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
様
態
を
理
解
す
る
た
め

に
は
「
空
間
的
な
文
法
（spatial gram

m
ars

）」
へ
の
認
識
が
不
可
欠
」（Bulkeley 2005: 875

）
と
し
た
。

（
7
）　Bulkeley and Betsill

（2005

）
は
、
こ
こ
で
い
う
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
エ
ピ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（epistem

ic com
m

unities

）、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（transnational 

advocacy netw
orks

）、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
（global civil society

）
の
三
種
を
指
摘
す
る
。

（
8
）　

当
該
の
論
考
と
し
て
、
例
え
ば
、Saunier

（2008

）、van der V
leuten

（2008

）。

（
9
）　

こ
こ
で
は
、Gibson et al.

（2000: 219

）
に
依
拠
し
て
、「
ス
ケ
ー
ル
と
い
う
タ
ー
ム
を
、
対
象
及
び
過
程
を
計
測
し
研
究
す
る

た
め
に
科
学
者
が
用
い
る
、
空
間
的
、
時
間
的
、
量
的
、
あ
る
い
は
、
分
析
的
な
位
相
を
指
す
も
の
と
捉
え
る
」。

（
10
）　

相
対
的
概
念
化
に
関
し
て
、Gibson et al.

（2000: 229

）
は
「
物
理
的
世
界
に
お
け
る
対
象
あ
る
い
は
イ
ベ
ン
ト
の
位
置
取
り
の

質
（positional quality

）」
と
し
て
空
間
を
捉
え
る
。
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